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今月のおもな記事

。統合中学校建設さまる（2)

。朝日町が保他文化t'r
受口一…2)

。東海Jじl控公民館大会
表彰の栄・・・・・・（4)

。秋の全国交通安全辺政（5)

。朝日町職員保用
試験公告 ・・・・・（6)

。柏原器健康診断から…t9)
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後援均一
Z

格
天
井
に

描
か
れ
た

絵

江
戸
時
代
に
な
る
と
歌
仙
図
の
絵
馬
窓
納
は
一
般

に
ひ
る
ま
り
、
盛
ん
に
な
っ
た
。

一
枝
の
桓
に
描
か
れ
た
一
人
の
歎
入
国
や
六
歌
仙

図
の
他
に
、

三
十
六
歌
仙
図
の
絵
等
、
い
ろ
い
ろ
と

描
か
れ
穆
納
さ
れ
た
。

池
の
原

・
石
谷
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
歎
仙
図
は
、

格
天
井
に
彊
ら
れ
た
天
弁
叡
に
描
か
れ
た
三
十
六
歌

仙
図
で
あ
る
。

六
列
と
七
列
に
張
ら
れ
た
計
四
十
ご
枚
の
坂
に
、

極
彩
色
に
三
十
六
人
の
歌
人
の
絵
と
併
せ
て
、

そ
の

敏
人
の
歌
が
．
か
れ
て
い
る
。

描
か
れ
た
時
代
は
不
明
だ
が
、
作
者
は
泊
町
の
住

人
双
川
祐
斉
で
あ
る
。

朝
日
町
に
は
、
こ
の
よ
う
な
天
井
絵
の
歌
仙
図
は

他
に
数
カ
所
あ
る
が
、

ζ

の
天
井
絵
の
四
周
に
は
、

青
龍
・

白
虎
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

記
憶
も
生
々
し
い
飛
鳥
の
高
松
塚
古
噴
の
壁
阿
に

あ
っ
た
め
の
育
施
・
白
虎
で
あ
る
。

高
松
塚
で
は
、
東
に
育
館
・
西
に
白
虎

・
南
に
朱

雀
・
北
に
玄
武
の
四
神
だ
っ
た
が
、

三
十
六
歌
仙
の

天
井
絵
は
、
東

・
白
虎
、
西

・
朱
雀
、
南

・
膏
龍
、

北
二
玄
武
が
捕
か
れ
て
い
る
。

四
神
を
揃
い
た
珍
し
い
天
井
絵
応
と
い
え
よ
う
。

池
の
原

石
谷
神
社

． 

Ye 
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統
合
中
学
校
建
設
決
ま
る
ノ
．

昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
三
年
計
画

町
で
は
、
か
ね
て
よ
り
計
画
し
て
い
た

統
合
中
学
校
々
舎
等
の
建
設
が
、
ζ

の
ほ

ど
国
の
認
可
を
受
け
て
建
設
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

着
工
は
叩
月
の
予
定
で
す
。

建
設
は
、
校
舎
を
昭
和
日
年
度
と
昭
和

• JI! 2 8 9号

日
年
度
の
2
年
度
、
屋
内
運
動
場
は
、
昭

和
日
年
度
に
建
設
し
、

昭
和
訂
年
4
月
か

ら
朝
日
中
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
す
。

統
合
中
学
校
の
規
授
は
、
普
通
教
室
幻

特
別
教
室
は
、
理
税
、

音
楽
、
美
術
教
室

が
各
2
教
室
、
木
工
、
金
工
、
調
理
、
彼

服
ぬ
服
、
視
聴
覚
兼
ア
ン
サ
l
、
L
1
、

図
密
室
、
生
徒
会
室
、
相
談
室
が
各
1
教

室
、
管
理
室
と
し
て
校
長
室
、
職
員
室
、

泰
治
缶
、
保
健
室
、
印
刷
室
、
放
送
窓
が

各
1
室
か
ら
な
り
．
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
間
積
は
、

7
、
3
7

9
平
方
討
と
な
り
ま
す
。

以
内
迎
動
場
は
、
鉄
件
H

巡
り
、
面
積
1

1
2
1平
万
M
と
し
、
乙
の
階
下
に
給
食

調
理
主
と
大
食
堂
を
設
け
、
よ
り
近
代
的

な
学
校
の
建
設
を
進
め
て
い
く
乙
と
に
し

て
い
ま
す
。

会
社
な
ど
を
や
め
た
ら

国
民
年
金
に

加
入
手
続
き
を

勤
め
先
を
途
中
で
や
め
た
ら
、
同
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
配
偶
者
が
ま
だ
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
な
け
れ
ば

一
諸
に
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
今
ま
で
加
入
し
て
い
た

厚
生
年
金
な
ど
と
つ
な
が
り
．
将
来
そ
れ

ぞ
れ
の
加
入
期
聞
に
応
じ
た
通
算
老
齢
耐
年

金
が
受
け
ら
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

乙
の
加
入
期
間
は
、
加
歳
以
上
印
歳
未

満
で
す
。

通
常
、
老
齢
（
退
織
）
年
金
を
受
け
る

に
は
、
そ
の
制
度
に
同
年
か
ら
お
年
加
入

朝
日
町
が
保
健
文
化
賞
受
賞

A

川町

ゆく

る

み

健

康

づ

く

り

活

動

の

J

f
成

る

し

果

カt

保
他
衛
生
の
向
上
に
幼
脳
の
あ
っ
た
団

体
・
個
人
に
悶
ら
れ
る
第
計
四
保
健
文
化

白
（
第

一
生
命
主
催
、
厚
ル
川
省
・
明
日
新

聞
社

－
N
H
K
後
底
｝
の
受
賞
者
に
朝
日

町
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

保
健
文
化
賞
は
、
保
健
倫
生
部
門
の
文

化
動
態
と
も
言
え
る
権
威
の
あ
る
貨
で
、

圭軍司

Eト‘

め

ら

れ

今
同
制
日
町
が
受
賞
す
る
の
は
、
結
綴
予

防
活
動
、
成
人
的
予
防
活
動
ぞ
中
心
と
す

る
町
ぐ
る
み
の
総
合
的
雌
間以
つ
く
り
活
動

の
取
り
組
み
の
成
裂
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。表

彰
式
は
．
cu
y・U
ト
に
東
京
で
り
わ

れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
職
業
に
よ
り
加
入
す
る
年
金

制
度
が
異
っ
て
い
る
た
め
転
織

・
退
臓
な

ど
に
よ
り
他
の
年
余
制
度
に
移
っ
た
り
し

て
、
↑
つ
の
制
度
だ
け
で
必
要
な
期
間
を

満
た
す
乙
と
の
出
来
な
い
人
は
、
い
く
つ

か
の
制
度
の
加
入
期
聞
を
余
詳
し
て
一
定

の
期
聞
が
あ
る
と
、
通
算
老
齢
制
（
退
峨
）

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

(2) 

一
定
の
加
入
期
間
は

原
則
と
し
て
、
一
つ
の
年
金
制
度
に
｜

年
以
上
の
加
入
期
間
が
あ
り
、
か
つ
問
和

お
年
4
月
l
U以
怖
の
加
入
期
間
で
あ
る

乙
と
が
条
件
で
す
。

イ
国
民
年
金
と
他
制
度
の
合
算
期
間

は
お
年
以
上
で
す
。

ロ
厚
生
年
金
と
他
制
度
（
同
民
年
金

を
除
く
）
の
合
算
期
間
は
初
年
以

上
で
す。

ハ
他
の
制
度
か
ら
作
金
を
受
け
る
資

絡
が
あ
る
か
、
受
け
て
い
る
と
き

は
合
算
す
る
制
度
の
加
入
期
間
で

す。

乙
の
一
定
期
聞
は
、
加
入
者
の
生
作
月

日
に
よ
り
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
給
開
始
年
齢
酎は

通
詳
必
働
（
辿
臓
）
年
金
の
受
給
開
飴

年
齢
は
、
同
凶
作
A
m
は
白
成
か
ら
、
厚
生

年
金
な
ど
は
印
政
か
ら
で
す
。

2 
な
お
、
く
わ
し
い
乙
と
は
、
地
以
川
氏

年
会
妥
白
か
町
国
民
作
A
M
係
（
串白
3
U
1

1
0
0
内
線
泊
〉
ま
た
は
、
魚
住
社
会
保

険
ゆ
務
所

｛智
0
7
6
5
・

N
，

1
4

9

4
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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東
京
神
田
予
備
校
理
事
長

長

崎

真

寿

夫

氏

東
京
渋
谷
加
藤
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
表

加

議

与

幸

氏

8
月
刊
叩
向

名
人
箔
祉
セ
ン

q
l

合いについての過然の不思醸さにつ

いて語られ、加採氏は長い人生にお

ける度々迦辿する災難や困難を乗り

越えた苦労話を語られ、両氏の話は

ともに聴衆に深い感銘を与えまし
た。

＝＝司

’L' 
身

9 障
月 害

日 者
か雇
り 用

9 促
月

30 進
日月
ま 間
で ＆＝ 

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
q－月
l

日
か
ら
9
月
初
日
ま
で
の
1
カ
月
聞
を
、

心
身
障
笛
者
雇
用
促
進
月
間
と
定
め
、
潜

在
求
職
者
の
は
鑑
お
よ
び
そ
の
労
働
能
力

に
応
じ
た
験
禁
の
あ
っ
旋
並
び
に
服
用
部

米
巡
成
明
祭
主
へ
の
雇
用
勧
奨
等
に
、
積

回間
的
に
と
り
く
む
ζ

と
に
し
て
い
ま
す
の

で
皆
さ
ま
万
の

一
一
胞
の
と
協
力
を
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
心
身
障
害
者
を
雇
用
さ
れ
る
事
業

所
に
は
、
雇
用
奨
励
金
制
度
等
が
あ
り
、

ま
た
障
害
者
の
方
々
に
は
就
臓
を
容
易
に

す
る
技
能
盤
成
制
度
等
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

群
細
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
魚
崎
悼
公
共
蟻
業
安
定
所

魚
津
市
本
町
1
丁
目
4
l臼

倉

0
7
6
5
H
MH
0
3
6
5

朝
日
分
室

談

項

第6回全国一斉

登記無料相談

若
く
し
て
故
郷
を
限
れ
、
今
日
県
外
に

お
い
て
活
彊
さ
れ
て
い
る
方
々
で
旧
盆
に

墓
診
の
た
め
帰
省
さ
れ
る
方
に
お
願
い
し

ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
、
去
る

広
月
間
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

旧
盆
の
多

忙
な
中
、
多
く
の
聴
衆
者
が
診
集
し
盛
会

の
う
ち
に
終
り
ま
し
た
。

当
日
情
誼
関
さ
れ
た
方
は
択
の
方
々
で
し

た。

無料法律相談

10月17日 （水〉
午前10時～午後4時

羽田町福祉センター

包山弁護士会

魚津調停協会

地方
富山 裁判所魚津支部

家庭

朝日簡易毅判所

；・与山家庭裁判所朝日山強i折

民事 ・商$・家事 ・交通な

どの一般法律問題全般につ

いて

相談を受けられる方には、制限が

ありませんので、気笹にど来訪くだ

さい。

時

所

催

ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も
の

と
か
、
長
崎
氏
の
脂
は
、
人
間
同
志
の
出

日

喝

主

本日

事

下
新
川
郡
朝
日
町
4
3
1

倉

0
7
6
5
8
H
2日
0
1
9
8

ー
新
し
い
日
間
ミ
リ
映
画
を
J

r
l楽
し
み
ま
し
ょ
う

l
l

H
朝
日
町
視
漉
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
H

朝
日
町
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

社
会
教
育
用
カ
ラ
l
フ
ィ

W
ム

7
本
を
購

入
し
、
借
し
出
し
を
開
始
し
ま
し
た
。

各
種
講
座
、
学
級、

集
会
等
に
ど
利
用
く

だ
さ
い
。

フ
ィ

W
ム

名

対

象

O
テ
ニ
ス
教
室
青
少
年

・
成
人

O
趣
味
の
あ
る
老
後
成
人

。
陀
ら
な
い
親

叱
れ
な
い
親
一
般
・
婦
人

O
エ
ベ
レ
ス
ト
青
少
年

・
成
人

日山県司法自士会では、 登記制度

の普及と地域住民への穆仕のー聞と

して、次のとおり登記等の手続およ

び司法白土業務全般について、気事E
に相談に応じますので、みなさんの

ご来訪をおまちしています。

記

10月1日（月）

午前10時～午後3時

老人福祉センター

富山県司法曾士会

時

所

m: 

日

場

主

O
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ

の
た
め
に
背
少
年

・
凶
人

C
ご
ん
太
と
森
の

動
物
た
ち
（
マ
ン
ガ
）
児
引

O
ナ
コ
グ
ン
ぼ
く
の

お
よ
め
さ
ん
（
マ
ン
ガ
）
山
泊
日
分

利
用
希
望
の

μ
は
、
朝
日
町
説
聴
覚
ラ

イ
プ
ラ
リ
l

（宮
3
H
0
2
7
9〉
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
映
写
に
は
は
川
ミ
リ
映
U
h
r

僚
出世作

免
許
が
必
躍
で
す
。

30 
分

20 
分

~ ：寄 i
：附，

：寄 i

！贈：

長
崎
兵
器
対
火
氏
よ
り

「広削減

あ
3
ひ
し
の
編
集
の

一
部
に

と
5
万
円

30 20時
分分 rm

訂
正
と
お
わ
び

ぬ
分

お
分

8
M月
号
7
ペ
ー
ジ
の
教
育
長
の
略
歴
の

う
ち
、

同奴
終
が
「
日
山
市
教
育
セ
ン
タ
ー

次
長
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
富
山

市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
」
の
誤
り
で
し
た

の
で
、

訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

「－·＊·~－~.A.~一一｜
！ 男 9.097 I 
｜ 女 10.227 l 
｜ 計 19.324 l 
｜ 世帯数 4 974 ! 

i 問 9月！日現在 ！ 

(3) 

1
9
5
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東
海
北
陸
公
民
館
大
会
表
彰
の
栄

境
公
民
館
長

水

島

近

太

郎

氏

朝
日
町
境

水
島
近
大
郎
氏

第 28 9 "}. 

去
る
8
月
幻
自
t
m
m
日
の
両
日
に
わ
た

っ
て
富
山
県
民
会
館
に
お
い
て
東
南
協
兆
陸

公
民
館
大
会
が
聞
か
れ
、
乙
の
席
上
、
境

公
民
館
長
水
島
近
太
郎
氏
が
、
永
作
勤
続

お
よ
び
優
良
公
民
館
長
と
し
て
表
彰
の
栄

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

氏
は
昭
和
泊
年
4
月
‘
境
公
民
館
長
に

ひーさ

就
任
以
来
、
日
年
余
に
わ
た
っ
て
地
域
社

会
の
教
育
文
佑
の
向
上
に
努
力
さ
れ
、
特

に
近
年
は
新
生
活
運
動
に
力
を
注
ぎ
、
生

活
改
普
に
よ
る
住
民
の
保
健
と
体
位
の
向

上
に
つ
と
め
、

そ
の
願
著
な
成
果
に
よ
り

、
園
、
県
の
新
生
活
運
動
協
議
会
よ
り
の

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
、

作

望
の
境
公
民
館
の
建
般
を
成
し
遂
げ
、
住

民
の
－一
l
ズ
に
応
え
て
公
民
館
活
動
を
活

発
に
し
、
地
銀
づ
く
り
に
努
力
さ
れ
た
功

績
は
顧
著
で
あ
り
、
こ
の
た
び
の
表
彰
の

運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
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狩
猟
講
習
会

・
狩
猟
免
許
試
験

昭
和
制
年
度
の
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験

お
よ
び
構
習
会
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
わ
れ

ま
す
の
で
希
望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。〈

用
、
乙
、
丙
種
〉

昭和32• 8月8自 rt"' 
.. • 3・・使鋤冨胃r・…ー・ ι品

初
心
者
修
習
会

1
期
目
、
会
渇

・
9
月
却
日

i
初
日
（
2
臼
間
〉

富
山
県
民
会
館
7
0
5号
室

－

m月
6
日

t
7日
〈
2
日
間
）

高
岡
総
合
庁
舎

2
受
講
税
目

関
係
法
規
、
猟
具
学
割
、
鳥
獣
判
別
、

距
膿
目
測
、
猟
具
取
援
実
授

3
受
講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
共

3
、7
0
0
円

狩
am免
許
肱
敏

1
期
日
、
会
掲

－

m月
4
田
県
民
会
館
4
0
1号
室

・
叩
月
ロ
田
県
民
会
館
4
0
1号
室

2
拭
験
斜
目
は
鵬
習
軒
目
と
同
じ

3
免
野
手
数
絹
等

－
手
数
斜
2
、8
5
0円

．
医
仰
の
診
断
曾

・
写
真
1
枚
（
ラ
イ
カ
l
版〉

。
狩
猟
免
許
、
講
習
会
手
続
き
は
9
月
山

日
ま
で
役
樋
産
業
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ド河川美化バレー8月4日き
れ
い
な
心
で

き
れ
い
な
川
を
H

「
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に
」
と
8

月
4
日
午
後
河
川
美
佑
パ

レ
ー
ド
を
行
い

町
民
に
河
川
慶
護
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

町
の
美
化
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
．
河

川
へ
の
ゴ
ミ
姶
て
防
止
お
よ
び
術
生
以
恕

の
向
上
を
図
り
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ζ

の
自
の
パ
レ
ー
ド
に
は
保
叫
衛
生
協

議
会
、
保
紅
衛
生
寮
員
地
区
代
表
、
町
連

婦
、
町
連
育
、
町
織
員
等
約
刊
名
が
診
加

し
「
川
は
と
も
だ
ち
」
「
川
を
火
切
に
」

の
績
幕
を
つ
け
た
ロ
台
の
自
動
車
に
分
乗

し
て
町
一
円
を
広
く
P
R
し
ま
し
た
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
と

火
災
予
防

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が
台
風
通
過
時
に
は
当
地
方
特
有
の
フ
ェ

ー
ン
現
象
で
空
気
が
異
状
に
乾
燥
し
て
火

災
が
発
生
し
ま
す
と
大
火
に
な
り
や
す
い

気
象
条
件
に
な
り
ま
す
の
で
火
の
取
り
扱

い
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
稲
作
の
収
穫
期
に
な
り
乾
燥
機
を

使
用
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
乾
燥
機
の
取

り
扱
い
に
は
充
分
注
意
し
、
乾
燥
綴
よ
り

の
火
災
に
備
え
て
、
消
火
器
を
箪
備
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
田
圃
等
で
火
を
使
用
す
る
樋
合
は

事
前
に
消
防
署
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
無
届

け
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
夜
間
お
よ
び
風
の
強
い
目
、
空

気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
の
火
の
使
用
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

紅葉の

朝日岳登山 £』
XI; 

紅葉の朝日岳の風景を満慢しようと、乙の

たび大蓮慈山保勝会では、下記により萱山会

を開催しますので多数の参加をおまちしてい

ます。

唱

l
Q
X
O

務
危
険
物
取
扱
者
試
験
後

(4) 

昭
和
日
年
度
第
2
回
危
険
物
取
担
者
話

験
が
択
の
要
領
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

マ
試
験
の
実
施
種
別

・
甲
種
危
険
物
取
扱
者
鼠
験

－
乙
種
危
険
物
取
銀
者
自
験
（
金
類
）

マ
鼠
験
実
施
日

・
昭
和
制
年
日
月
4
日

〈日）

一VM訊
験
渇
所

－
富
山
市
五
福

富
山
大
学
教
集
部

マ
受
験
願
・
受
付

・
間
和
白
川
年
9
月
ロ
目
（
水
）
か
ら
9

月
泣
日
〈
土
）
ま
で

詳
細
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
消
防
署
（

3
H
0
0
0
9〉
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

日

費

記

9月29日（土〉～10月 1日（月）
2泊3日

15.000円〈宿泊費．交通貨．その他〉

泊駅集合＋平宕→蓮撃温泉（泊〉

→滝見屋根→カ毛シカ原→五輪尾

綴→朝日岳→朝日小屋（泊〉

夕日ケ原→北文小屋→小川温泉元

渇（解散〉

30名〈定員次第締め切り）

朝日町山崎大理撃山保E券会事務所

雪〈昼）4-8852山崎郵便局

宮〈夜）4-8917・If局

期

会

コース

定員

申込先
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児
童
ク
ラ
ブ
野
球
大
会

優
勝
旗
で
き
る

ー

l
小
沢
浩
氏
寄
贈
｜
｜

朝
日
町
山
蛍
ク
ラ
ブ
は
、
間
利
刊
々
ま

で
は
わ
ず
か
川
ク
ラ
ブ
の
結
凶
し
か
み
な

か
っ
た
が
、
間
利
引
年
以
降
急
泌
に
噌
加

し
、
本
年
8
月
現
住
お
ク
弓
プ
が
結
成
さ

’g 2 8 9’－ ひさあ報 ー

在

草

田 祐芳氏（再任）；

野三郎 氏（新任）~ 

一一 ・・－・制2•a月’目 庁

•3 • ，便・B可－·－ － －－·ーー ーー 仙

人権擁護委員に

朝日町人権擁護委員に在回術芳氏

（西 下町）並びに草野三郎氏（幸町

〉が就任されました。

れ、

児
童
数
も
1
千
加
名
を
数
え
る
に
至

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い
て

熱
心
な
指
導
者
の
も
と
に
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
ク
ラ
プ
で
は
そ
の
主
要
行
事

と
し
て
野
球
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

乙
の
大
会
の
優
幡
町
者
に
綬
与
す
る
優
勝
旗

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

従
来
他
市
町
村
で
は
、
県
、
郡
大
会
に

出
場
す
る
際
は
、
ク
ラ
ブ
の
連
合
会
旗
と

共
に
ζ

の
優
勝
旗
も
先
頭
に
掲
げ
て
行
進

を
行
う
の
が
例
に
な
っ
て
お
り
、
朝
日
町

で
は
ζ

れ
が
な
い
た
め
常
に
淋
し
い
思
い

を
し
て
い
た
と
乙
ろ
、
本
町
の
小
沢
浩

さ
ん
（
社
会
教
育
委
員
会
議
長
）
が
、
と

れ
を
聞
き
、
国
際
児
童
年
を
記
念
し
て
ζ

の
た
び
朝
日
町
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
立

派
な
優
勝
旗
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

（価

絡
約
問
万
円
）

〈写
真
は
寄
贈
さ
れ
た
優
勝
旗
）

子
供
と
お
年
寄
り
を
守
ろ
う

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

9
月
引

B
j
初
日

今
年
も
9
月
引
臼
か
ら
初
日
ま
で
の
叩

自
問
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
交
辿
事
故
で
亡
く
な
っ

た
が
は、

6
月
末
日
で
3
千
仰
人
（
全
国

）
で
、
昨
年
と
同
じ
時
期
に
比
べ

て
叩
人

〈
U
v
h
）
減
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
発
生
件
数
お
よ
び
負
傷
者

の
数
は
、
逆
に
糟
え
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
方
で
は
、
相
変

わ
ら
ず
子
供
と
お
年
寄
り
が
多
く
、

原
動

機
付
き
自
転
車
の
事
政
に
よ
る
死
者
も
含

め
て、

道
路
交
通
の
上
で

。
弱
い
立
場
。

選
挙

ロ
メ
モ

学
生
の

選
挙
法
上
の
住
所

学
校
所
在
地
の
祭
、
下
宿
、
ア
パ
ー
ト

等
に
あ
っ

て
修
学
す
る
学
生
の
公
験
選
挙

法
上
の
住
所
は

①
郷
里
に
妻
子
が
あ
る
か

①
郷
墜
に
管
理
す
ベ
き
財
産
が
あ
る
か

な
ど
の
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、

住

所
は
修
学
地
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
郷
里
に
住
民
登
録
が
な
さ

れ、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も

学
生
に
つ
い
て
は
、
郷
里
で
は
投
烈
が
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ζ

と
か
ら
学
生
に
つ
い
て

は
、
ど
ζ

に
も
選
拳
権
が
な
い
等
の
事
態

が
生
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
の
な
い
た
め
に
も
、
み

な
さ
ん
の
家
庭
で
学
生
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
修
学
地
の
方
へ
住
民
架
を
移
さ
れ

る
よ
う
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
朝
日
町
選
挙

管
理
委
員
会
（
冨
3
H
1
1
0
0
、
内
線

的
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
た
さ
い
。

に
あ
る
人
々
の
犠
牲
が
日
立
っ
て
い
ま
す

と
う
し
た
死
亡
事
故
の
原
因
を
ド
ラ
イ

バ
ー
の
側
か
ら
見
ま
す
と
「
ス
ピ
ー
ド
違

反
」
を
ト

ッ
プ
に

「
わ
き
見
運
転
」
、

「

間
酔
い
運
転
」
と
続
き、

乙
の
傾
向
は
ζ

ζ

数
年
ま
っ
た
く
変
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
へ
の
慣
れ
や
、

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
な
ど
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
の
基
本
的
事
項
を
き
ち
ん
と
実
践
し

て
と
そ
、
「
事
故
の
な
い
明
る
い
社
会
」

へ
の
第
一
歩
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ζ

の
よ
う
な
湾
景
か
ら
、
今
年
は、

マ
子
供
と
老
人
の
交
通
感
故
防
止

マ
自
転
車
お
よ
び
原
動
機
付
き
自
転
車
の

安
全
利
用
の
促
進

マ
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
1
ト
ベ
ル
ト
着

用
の
推
進

の3項目を重点，ァlマに、国民総

ぐるみで秋の全国交通安全運動が行
われます。

忘国

れず民健 八

納康保 今
め税険 月
まの
し〈 税
よ堅金

~ 扇分 v 

ー

メ
ツ
ト
を

か
ぶ
ろ
う

黙
示
一

臼
動
二
輪
車
に
よ
る
死
亡
事
故
の

η析

は
、
頭
部
損
傷
に
よ
る
も
の
で
す
。

ヘ
ル
メ

ッ
ト
は
J
I
S規
格
の
も
の
な

ど
良
質
の
も
の
を
選
び
、
あ
と
ひ
も
を
き

ち
ん
と
結
ん
で
正
し
く
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う

法
定
速
度
を

L
九

守
ろ
う

，合
判
一考ル
湖

泊
。
例
つ
：

原
動
機
付
き
自
転
車
は
、
時
速
叩
キ
ロ

以
上
で
走
つ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
、

急
ブ
レ
ー

キ
の
原
因
と
な
り
、
転
倒
す
る
危
険
性
が

伴
い
ま
す
。

ま
た
、
急
発
進
も
事
故
の
も
と
で
す
。

点
差
点
で
は

紋
・ゐ

一
一
時
停
立
を
⑫
し
件
以

事
故
の
約
3
割
は
、
交
差
点
で
の
出
合

い
が
し
ら
に
起
き
て
い
ま
す
。

交
差
点
で
は
、
い
っ
た
ん
停
止
し
て
、

左
右
を
よ
く
確
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う

(5) 
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朝 日 町職員採用試験公告
朝日町長 中 川 薙

この試験は、朝日町（本庁、

めるために行うものです。

出先機関）において事務的業務に従事する職への採用候補者を定

1 2定検区分とS票用予定人員

一般事務

2 受験資格
上組 若 干名 初 紐 若干名

去 ｜ 学 歴 ｜ 年 飴 ｜男女の別 ｜ その他の要件

上 ｜ 学校教育法による大学（ 4~棚） ｜ 昭和31作 4 月 2 目的 ｜ ｜ω朝日町に居住する者

卒業の学歴を有する者（昭和55年 i悶和33年4月1日まで ！ 
組 I3月卒業見込みの者も含む。） ｜に生まれた者 ; i (2）必要学歴はとれと同等と認められる

l一一 一 ； 一一一一ー一一i男子 ； 学照資絡を合む。
初 i学校教育法による高等学位事業 ｜岡和34年4月 2日から

lの学歴を有する者（昭和55作 3月 ！昭和37年4月 1口まで l

紐 i特見込みの者も合む。） iに生まれた者 i 
（注〉 上記に該当する者でも、択のいずれかに該当する者は受験できません。
(1) 日本の国籍を有しない者

(2）禁治産者及び準禁治産者

(3）禁と以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで文はその執行を受ける乙とがなくなるまでの者

(4) 日本国憲法施行の日以降において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破線するととを主張する政党、その他

の団体を結成し、又は乙れに加入した者

3 2式験の日時、 泊所、方法汲ぴ合格発表

区 分！日 時 ｜ 場 i抗

第

鼠

次

験

昭和54if・10月28日（日〉
受付 5:45～ g:15 
試験説明 g: 15～9:30 
教養誌験 9:30～12:00
作文試験 13:00～14:00I 

富山市立

芝圏中学綬

o;w1市芝園町）

方 法

(1）教養試験
公8員として必要な一般知識及び教繋について、択一式
策担試験を行います。

(2）作文試験
； 文章による表現力、まとめ方等について行います。

第 1次 試験 。

合絡発表 ｜ 月中旬 l朝日町役腸！日帰示国自に氏名を掲示して発表します。なお、合格者には・面で

通知します。

節

試

2 次

験

12月上旬 （試験日時、湯所常は、第1次

試験合約通知に併せて通知します。〉

(1) 面接試験
主として人柄などについて、個別面援により試験を行い
ます。

(2）身体検査
職郵送行に必要な健康を有するかどうかについて検査を
行います。

(3）その他上記のほか、厳郵送行に必要な検査等を行う
渇合があります。

身上調査 ｜

第2次試験 i
合格発表 l

第 1次試験合格者について、受験資格の有無、申込書記事R事項等について調査を行います。

｜ 朝日町役場前掲示場に氏名を掲示して発表します。
2月下旬 ｜ 

｜ なお、受験者には合否にかかわらず白面で通知します。

4 合格者の決定から採用撃で
(1) 合格者は、採用候補若手合間に記磁され、 ζの中から底鏑
顕に保用する者を内定します。名簿は、附1司1551F9：月30日
まで有鈎です。

(2) 録用は、名簿の有効期間中において必要に応じて決定さ
れるので、合格者全員がt票用されるとは限りません。

5 受験申込手続
(l) 申込用紙請求先、受験附込先及び問合せ先

朝日町役場総窃諜
〒939-07 朝日町沼保810の5

(TEL 07658 (3) 1100内線16)
(2) 申込用紙の請求

ア 巾込用紙は、朝円町役局総5~~において交付します。
イ 申込用紙を郵便で請求する場合は、 「朝日町駿員保用
試験申込用紙請求Jと朱白し、 50円切手を航ってあて先
明記の返信用封筒を同封して下さい。

(3) 申込方法

ア If'!込用紙に必要な事項を氾入し、 朝日町役易総Bi•へ
提出のうえ、受験寮を受領して下さい。

イ 申込用紙を郵送する渇合は、封筒の表に 「朝日町駿員
~用試験申込」と朱・し、受験票送付のために20円切手
を同封して下さい。

ウ 受験禁には、受験申込前6カ月以内に嬢った本人と確
認できる写真（上半身、脱帽、正薗向たて 6.0センチメ
ート／レ、よζ4.5センチメートノレ〉を貼って鼠験当日持
診して下さい。

(4) 受付期間及び受付時間
間利54年9月25日（火）から同年10月5日（金〉まで
平臼午前8時30分から午後5時まで、土曜日午前8時30分
から正午まで、なお、郵送による申込は、間和54年10月5
日までの消印のあるものに限ります。

（め
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10月1日は

法の日

叩
月
1
日
は
、

「法
の
日
」
で
す
。

「
法
の
日
」
と
は
、

「
法
」
を
尊
重
し
、

基
本
的
人
権
の
擁
護
と
社
会
秩
序
確
立
の

精
神
を
高
揚
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
日

で
す
。民

主
主
義
国
家
に
お
い
て
は
、
国
民
す

べ
て
に
個
人
の
自
由
を
保
障
し
て
い
ま
す

し
か
し
、
そ
の
自
由
は
、
各
人
が
勝
手

気
ま
ま
に
振
る
舞
う
こ
と
が
で
き
る
怠
味

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

他
人
も
自
分
と
同
じ
自
由
を
協
同
っ
て
い

る
の
で
す
か
ら
平
等
に
各
人
の
自
由
の
共

存
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
ζ

で
「
法
」
に
よ
っ
て
各
人
の
自
由

の
限
界
を
定
め
、
ま
た
、
万

一
他
人
や
国

か
ら
な
ど
不
当
に
国
民
の
自
由
が
侵
答
さ

れ
た
と
き
そ
の
侵
筈
か
ら
自
由
を
保
護
す

る
こ
と
を
保
障
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

ζ

の
よ
う
に
、
個
人
の
基
本
的
権
利
を

擁
護
し
、
社
会
秩
序
を
確
保
し
て
い
く
に

は
「
法
の
支
配
」
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば

一円一
人
れ

の
さ

て
童

全
尊泊駅が5

全国駅ゆき
なりません。

さらに、「法の支配

」が確立されることは

我国の繁栄と世界平和

樹立の重要な基盤にな

るといえましょう。

乙のために、私達は

、「法の支配」の重要

性をよく認識し、国民

一人ひとりが自ら「法

」を守る乙とが必要で

す。

15襲2の し〈傷お自番方 県 込 雪 でい広報 忘広
は 民ん 3 で れ

ま 砲酷県￥艦障 唱’1 手で Hすか の しあて報あ評．い， ヨ
で 傾く 1ら方まさ は さ
申〈での 雲 の だ 1 、はしひ い ひし
し舎 結構文注 注さ O役 、たの ま 繍

込 3 し文い 0器霊広喜川iせ小ら
んで 111すで忘を アーーは 。線内 で 版 ん版
く 1かれ 予守、、 16 の E支土のか の 4じ~ 

だ Oらで き注を受書き ？注さ O お 報 文忘
い線内役易総 い へ 係 でれ 芝

で 申結て先

”い
い
日
旅
立
ち
“

国
鉄
泊
駅
の
利
用
に

協
力
し
ま
し
ょ
う

道
路
事
情
や
交
通
機
関
の
発
展
に
伴
い

ζ
ζ

十
数
年
来
国
鉄
刺
川
者
が
減
少
し
国

鉄
側
で
も
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
「
快
適

な
旅
行
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
近
代
化
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ち
な
み
に
利
用
客

は
泊
駅
で
も
同
織
に
阻
和
引
年
の
臼
万
2

千
人
を
ピ
1
ク
と
し
て
昨
年
は
臼
万
5
千

人
と
減
少
し
て
い
ま
す。

国
鉄
で
は
毎
年
定
期
的
に
ダ
イ
ヤ
改
正

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
貨
物
軸
送
の
合

理
化
や
旅
客
長
距
離
列
車
の
輸
送
力
の
地

強
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
合
理
佑
に
伴
う
列
車
や
小
荷

物
取
り
扱
い
発
着
駅
の
決
定
は
各
駅
の
利

用
実
績
が
大
き
な
ウ

ェ
ー
ト
を
占
め
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

わ
が
町
、
泊
釈
は、

立
地
条
件
や
利
用

実
績
も
か
な
り
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
定

期
パ
ス
や
団
体
旅
行
時
の
窓
口
と
し
て、

ま
た
小
荷
物
輸
送
等
に
も

一
一
層
利
用
さ
れ

る
よ
う
筋
力
し
ま
し
ょ
うの

(7) 

唱

l
nヨ
づ
／
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海

上

保

安

大

学

校

学

校

マ
受
付
期
間
ゐ

9
月
羽
目

1
叩
月
9
日

マ
受
験
資
格
〈］

昭
和
訓
年
4
月
Z
日
（
大
学
校
学
生

は
昭
和
制
年
4
月
2
日）

以
降
生
れ

の
者
で
、
次
の
ど
れ
か
一

つ
に
該
当

す
る
者

川
高
等
学
校
を
準
法
し
た
者
ま
た
は
、

間
和
白
作
・
3
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見

込
の
者

ω高
等
専
門
学
校
の
第
3
学
年
を
修
了

し
た
者
ま
た
は
問
和
白
年
3
月
ま
で

に
修
了
す
る
見
込
み
の
者

ω大
学
入
学
資
絡
検
定
に
合
絡
し
た
者

等
、
人
事
院
が

ωと
同
等
の
資
抑制が

あ
る
と
認
め
る
者

さ報一一一一一あ

マ
怯
験
日
ム

第
1
次
試
験

大
学
校
学
生

昭和32• 8月8日 円・

一一一・・3・・便働宮町一一一一一一一ー一一一一μ入

＼
＼
 

相 談

時第2火曜日

午前10時～午後3時

場所朝日町福祉センター

相談員川上務ー（空間一0050)

石二、ζ ニご＆

； 相談ごとご案内

政ム行

口

学

生

募

集

日
月
川抗
日

・
お
日

学

校

学

生

日
月
お
日

詳
し
い
ζ
と
は
伏
木
海
上
保
安
部
（
舎

0
7
6
6
H
M
刊
日
01
9
7）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
だ
よ
り

お
と
し
よ
り
に
お
便
を

9
月
行
臼
は
敬
老
の
日

心
の
こ
も
っ
た
お
便
り
は
敬
老
の
日
の

何
よ
り
の
贈
り
も
の
で
す
。

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
、
お
知
り

合
い
の
お
と
し
よ
り
へ
敬
老
の
便
り
を
出

し
ま
し
ょ
う
。

ム人権法律 相談

時 9月18日②

午後 1時～午後4時

渇 所朝日町制祉センター

相談員 人権擁護委員

上回忠二〈雪2-0127)
在悶佑労（雪2-2164)
草野三郎（舎2ー1034)

日

相談

時毎週火II記臼
午前10時～午後 3時

所朝日町福祉センター

（雪3-0756)

ム心配ごと

日

暮
ら
し
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

み
な
さ
ん
の
ゅ
う
ゅ
う
ロ

l
ン

貸
付
限
度
額
が
刊
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

ゅ
う
ゅ
う
ロ

1
ン
は
定
額
貯
金
な
ど
を

担
保
と
す
る
郵
便
貯
金
の
預
金
お
貸
付
制

度
で
担
保
に
な
る
貯
金
額
の
叩
%
以
内
で

お

’
人
様
段
高
刊
万
円
ま
で
ご
利
用
で
き

ま
す
。

お
子
様
の
進
学
資
金
準
備
に

進
学
積
立
貯
金
を
ん
γ

ζ

の
貯
金
を
ご
利
用
に
な
り
ま
す
と
積

立
額
と
同
額
ま
で
資
金
の
貸
付
を
受
け
ら

れ
ま
ず
か
ら
積
立
貯
金
が

2
倍
に
活
用
で

き
ま
す
。

高
校
、
専
門
学
校
、
大
学
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
は
大
変
使
利
で
す
。

積
立
期
間

1
年
か
ら
3
年

積

立

額

月

1
万
円
か
ら
4
万
円
ま
で

（5
千
円
き
ざ
み
）

詳
細
は
郵
創
出
局
の
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

樋

ム交通事故巡回相談

①日時第3月曜日

午前10時～午後311.'i'
場所 泉都市中央公民館

①日時第37.1<凶日

午前10時～午後3時
場所県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

恥 4・“＿，
・・白 ””、，

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と、

次
の
か
た
が

た
か
ら
活
意
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

一ゾ
月
山
笠
原
恵
水
さ
ん
よ
り
ト
ロ
フ
ィ

－
二
基
を
児
童
ク
ラ
ブ
へ
指
定
寄
付

マ
大
家
圧
と
〈
名
さ
ん
よ
り
古
切
手

〈昭
和
M
何年
8
月
山
日
現
在
）

お
す
こ
や
か
に

（赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

神
田
町

大
屋

本
町

幸
町

策
草
野

東
草
野

栄
町

中
道
下

桜
町

桜
町

旭
ケ
正

訪
中
野

小
在
池

下
山
新

大

菅

克

二

今
西

秀
司

梅

津

拓

光

中

島

岡

縫

寺

崎

泰

夫

佐

渡

昇

安

法

竹

則

岩

出

光

博

山

田

実

湯
上
谷
隆
之

道

下

幹

夫

吉

江

志

信

安

途

笑

梅

沢

義

弘

長長長長長長 長長長長二 長長長
見 男 男男 男 男女女女女 女女女男

百 悠
一秀 jj'( :Uit合 兵 敦香由洋

健也雄 幸 仁一子臨 弓干し子生！！佳 介

1
9
8
 

2
8
0
枚

マ
皆
明
会
教
団
高
岡
支
部
よ
り
5
万
円

マ
東
京
都
三
鷹
市
細
川
常
次
郎
さ
ん
よ

り
亡
兄
直
次
郎
さ
ん
の
供
養
の
た
め
香

典
返
し
の

一
部
川
万
円
を
舟
見
寿
楽
苑

へ
と
指
定
寄
付

マ
岩
崎
山
本
武
夫
さ
ん
よ
り
1
円
、
5

円
玉
硬
貨
を
4
千
4
3
4
円

マ
朝
日
町
商
工
会
青
年
部
よ
り
あ
さ
ひ
ま

つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
1
利
益
金
を
4
万
4

千
円

O
神

田

町

本

町 お
し
あ
わ
せ
に

坂小

東森

お

く

や

み

O
境

O
宮

崎

O
上
横
尾

O
上

町

O
松
涛
町

O
荒
川
四

O
中
道
下

O
月

山

O
草

野

O
高

畠

O
長

野

O
科

O
窪

田

O
窪

田

O
西
下
町

死

水

島

ス

サ

口

岩

倫

治

島

端

ふ

さ

入

江

謙

治

山

田

照

子

愛

場

久
太
郎

平

崎

勇

歳

前

回

三

吉

折

戸

良

美

中

島

や

そ

川

上

勝

治

姻

地

い

そ

石

井

と

く

小

森

つ

ね

氷

見

す

い

(8) 

事吉

婚

民哲

子哉
亡
）
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寸
昭
和
日
年
度
の

l
J

一

「

循
環
器
健
康
診
断
か
ら
し
↓

；商

地警

圭
？
と

Z
E－－
E
一一ご二一－

ん
女
性
は
年
と
と
も
に
肥
満
に

6
人
に

1
人
が
ふ
と
り
す
ぎ

弘
明

ー
苫

生
活
が
近
代

化
さ
れ
、
盟
か

な
食
生
活
と
、

そ
れ
に
運
動
不

足
が
加
わ
っ
て

く
る
と
、
ど
う

し
て
も
肥
満
の
人
が
備唱
え
て
き
ま
す
。

検
査
結
果
は
、

全
体
で
は
羽

・
9
v
h
戸

口
人
に
1
人
）
、

性
別
で
は
、
男
性
は
況

・

or
（幻
人
に
l
人）

、
女
性
は
位

・

7r
（
幻
人
に
1
人
〉
が
肥
満
者
（
「
肥

っ
て
い
る」

十
「
肥
り
す
ぎ
」
）
で
し
た

（表
1

）

こ
れ
を
作
令
附
級
別
に
み
る
と
、
全
体

に
作
代
を
泊
っ
て
肥
術
者
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
特
に
女
性
に
そ
の
傾
向
が
強

く
、
刊
以
代
で
ほ
日
人
に
1
人
（
う
ち

「

肥
り
す
ぎ
」

が
日
人
に
1
人）

、
日
歳
以

上
で
は
け
人
に
1
人
ハ
向
し
く
U
人
に
1

人
）
が
肥
満
者
で
し
た
。
（
表
2
）

ひさ

肥
満
は
長
生
き
の
大
敵

ベ
h
y
卜
が
伸
び
れ
ば
命
が
新
む
と
一ず
因わ

れ
る
よ
う
に
、
肥
り
す
ぎ
の
人
は
、
糖
尿

病
、
高
肌
圧
、
心
臓
州
な
ど
の
成
人
病
に

か
か
り
ゃ
す
く
、
統
計
か
ら
み
て
も、

肥

報・ー’…ーあ－広

男

年令階級・性別にみた肥満蓄の割合

ク

表 1 全体でみた肥満度測定の結果
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表 2
， 
'" •u 

(U 

満
は
短
命
の
も
と
、
長
生
き
の
大
撒
で
す

一
度
肥
満
に
な
る
と
、

な
か
な
か
や
せ

る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、
そ
の
た
め
に
も

ふ
だ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
肥
満
予
防
の
心

が
け
が
な
に
よ
り
も
大
切
で
す
。

肥
満
予
防
の
心
得

「肥
る
」
の
は
、
食
べ
た
畠
（
カ
ロ
リ

ー
）
が
か
ら
だ
で
消
費
さ
れ
る
似
を
上
ま

わ
る
か
ら
で
す
。

そ
ζ

で
、
肥
満
の
予
防
と
し
て
次
の
ζ

と
に
つ
い
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

し

肥
満
の倣
川容
を
訟
指
し
て
体
置
に
注

惑
し
、
週

一
回
、
朝
起
き
て
排
尿
後
体

虫
を
測
定
す
る
。

2

食
欲
に
ま
か
せ
て
無
計
画
に
食
べ

な

ぃ。

「
口
で
食
べ
ず
、
顕
で
食
べ
る」

の
心
が
ま
え
。

3

U
い
も
の
を
ひ
か
え
、
間
食
し
な
い

飲
物
は
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
類
に
注
意

4h

肥
満
治
療
の
主
眼
は
減
食
療
法
。
た

だ
し
欠
食
、
絶
食
は
禁
物
。

3

減
食
を
や
ら
な
い
で
運
動
療
法
だ
け

で
は
効
果
は
う
す
い
。

。

叩
月
は
食
生
活
改
善

普
及
運
動
月
間
で
す

「健
康
は
バ

ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
か

ら
」
。
今

一
皮
、
わ
が
家
の
食
慌
を
見
な

お
し
、
特
に
次
の
ζ
と
に
心
を
配
り
ま
し

ょ
う。

0
ζ
ど
も
の
偏
食
＆
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

0
ζ
ど
も
の
う
ち
か
ら
う
す
昧
に
な
れ
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

O
お
や
つ
の
あ
り
方
を
正
し
く
理
解
し
ま

し
よ
う
。

幼
川
ル
則
に
身
に
つ
け
た
正
し
い
食
習

慣
は
、

一
々
の
健
康
の
土
台
を
作
り
ま

一
す。

世

ま
た
成
人
病
な
ど
も
、
成
人
後
の
生

～
活
だ
け
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

…
、
幼
児
期
か
ら
の
注
意
が
必
要
で
す
。

キ
個
人
差
を
考
え
て
き
め
ζ

ま
か
い
注
意

炉
を
し
な
が
ら
、

お
い
し
く
宍
し
く
食
事

が
で
き
る
よ
う
な
作
り
万
や
環
涜
づ
く

’
り
が
大
切
で
す。

F

手
を
き
れ
い
に

明

食
事
や
お
や
つ
を
い
た
だ
く
前
に
は

｝
水
道
の
水
で
、
手
の
ひ
ら
、
指
先
、
指

日
の
聞
を
ご
し
ご
し
こ
す
り
洗
い

一
を
し
ま
し
ょ
う
。
手
を
洗
っ
た

）
ら、

必
ず
き
れ
い
な
ハ
ン
カ
チ

ん
や
タ
オ
W
で
手
を
ふ
き
ま
し
ょ

V

R

J

。

一
食
後
の
歯
み
が
き

ヤ

「
ス
プ
ー
ン
を
持
つ
よ
う
に

い
な
れ
ぽ
歯
ブ
ラ
シ
を
与
え
ま
し

～
ょ
う
。
」

い

乳
児
の
と
き
は
ガ
ー
ゼ
や
脱

～
脂
綿
で
ふ
い
て
や
る
。
お
誕
生

日
を
す
ぎ
る
と
食
後
や
お
や
つ
の

～
後
は
プ
ク
プ
ク
う
が
い
を
す
る

日

2
才
位
に
な
る
と
歯
み
が
き

一
の
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

一
食
事
は
生
活
時
間
の
中
心
に

一

時
聞
を
決
め
て
お
く
と
、
遊
び
も
寝

J

る
の
も
一
日
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
の
り

～
ま
す
。
食
事
は
満
腹
す
る
ま
で
食
べ
て

叩
択
の
食
wmま
で
食
べ
る
ζ
と
に
気
に
し

～
な
い
で
遊
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

山

一
定
の
時
間
内
〈
初
分
以
内
ぜ
に
食
べ
制約

一
わ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
大
切
で
す
。

ん

「
い
た
だ
き
ま
す
」
、

｛

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

一
さ
つ
を

の
あ
い

食
事
や
お
や
つ
の
前
後
に
、
て
い
ね

一

い
に
食
事
の
あ
い
ざ
つ
を
し
ま
し
ょ
う

ヤ

食
事
が
終
わ

っ
て
・
も
し
ば
ら
く
は
静
か

刊

に
し
ま
し
ょ
う
。

司

お
や
つ
は

…

時
間
や
量
を
決
め
て

F

幼
児
の
お
や
つ
は
1
聞
の
食
事
と
考

一

え
ま
し
ょ
う
。
回
数
や
分
自
が
多
い
と

叫

、
食
事
の
と
き
空
眼
感
が
な
い
の
で
、

内

あ
ま
り
好
き
で
な
い
食
べ
も
の
は
敬
遠

ザ

さ
れ
、
偏
食
ψ
む
ら
食
い
、
わ
が
ま
ま

一

な
ど
を
山
長
し
ま
す
。

｝

牛
乳
や
果
物
を
控
目
に
、
お
母

｛

さ
ん
の
手
づ
く
り
の
お
や
つ
を

】

せ
ひ
。

A

組
合
せ
の
よ
い
献
立
を

一

美
し
い
幼
児
食
絡
を
そ
ろ
え

』

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
盛
り
つ
け
ら
h

れ
た
よ
い
食
事
を
与
え
ま
し
ょ

V

ぅ。

7
1
8カ
月
に
な
り
、
滋

向

乳
食
を
2
回
与
え
る
よ
う
に
な

一

る
と
、
穀
類
ゃ
い
も
類
、
卵
、

↑

豆
腐
、
魚
、
乳
製
品
そ
れ
に
野

ヤ

菜
や
果
物
な
ど
を
組
合
わ
せ
て

ん

与
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

v

子供の心と体の
健康づくり好

き
き
ら
い
を
言
わ
ず
に

親
問
身
の
偏
食
が
子
供
に
影
響
し
て

い
る
場
合
が
窓
外
に
多
い
よ
う
で
す。

自
分
が
き
ら
い
な
た
め
に
子
供
に
食
べ

さ
せ
る
努
力
を
し
な
か
っ
た
り
、

初
め

か
ら
作
φ
う
と
し
な
か
っ
た
り
、

心
と

体
の
健
康
づ
く
り
の
う
え
か
ら
制
食
の

な
い
よ
う
に
。
き
ら
い
な
も
の
が
あ
っ

て
も
少
し
は
食
べ
る
よ
う
に
、
愛
情
を

ζ

め
た
工
夫
が
大
切
で
す
。

健
康
は
ま
ず
食
生
活
か
ら
：
：
・
。

(9) 



仕
事
で
す
。
表
彰
を
受
り
ら
れ
た
方
々
に

深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
町

民
各
位
の
献
胤
事
業
に
対
す
る
一
一
層
の
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す。

献
血
功
労
表
彰
者

大
浜
清
先
、
水
島
俊
雄
、

水
品
清
信
（
以

上
宮
崎
）
、
勝
田
誠
一
（
笹
川
）

、
近
江

聴
会
万
一屋
敷）

、
伊
藤
美
勺
、
古
江
勝
弘

河
村
正
人
（
以
上
松
涛
川〉

、
高
松
隆
則

（三
浦
町
）、
広
田
慎

一
郎

（
草
野
）
、
近

藤
前
美
（
長
野
）
、

仙
名
利
好
（
羽
入
）

泊
一
区

積
山
義
高
、
石
田
富
夫
、
清
水

順

一
、
板
東
畠
春
、
吉
田
清
美

泊
ニ
区

ヒ
沢
似

て

高
鹿
山ハ
目
、
大
村

茂
．
山
川
登
喜
男
、
舟
見
恵

一

泊
三
区

越
坂
隆
て
古
谷
元
定
、
浜
問

治山夫
、
上
原
貨
、
矢
野
由
美
子
、
森
山

牧
子
、
成
川
綾
子
、
木
村
祐
子
、

平
野

清
診
、
商
岡
済、

柳
下
紀
子

五
箇
庄
地
区

浜
川
問
、
問
茂
妙
子
、
肖

井
秀
側
、
西
村
敏
雄
、
笹
山
久
美
子
、

浜
宏
信

期
保
抽
地
区

大
ぷ
Mm
一
、
行
口
智
、
谷
川

宗
次
、
北
山
丸
子

山
崎
地
区

山
本
一一
三
代
、
首早川似庄

一
、

安
…
必
菜
純
子
、
七
沢
な
お
み
、

牧
野
久

雄
、
小
山
引
十
九

大
家
庄
地
区

長
能
光
俊
、
山
弁
明
久
、

西
島
敏
明
、
小
川
幸
治
、
山
崎
久
夫
、

藤
川
公
%
、
わ
れ
弁
重
二
、
勝
川
刺
子
、

小
新
法
三
郎

。
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間
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後

1
時

i
3時

（
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

γ

左
記
の
定
期
相
談
臼
以
外
で
・
も
、
保
健

～

・婦、

栄
養
士
が
駐
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し
て
い
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時
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一

心
誤
に
応
じ
ま
す
。

保
他
セ
ン
タ
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話
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3
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3
3
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川
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生
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態
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つ
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そ
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他
他
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と
と

成
人
病
相
畿
日
5
日

〈金
）
幻
自

（火
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満
M
W
歳
以
下
の
万

高
血
圧
症
な
ど
に
お
け
る
日
常
生
活
の

過
ご
し
刀
、
成
人
病
の
予
防
等

老
人
相
桜
H
時
日

（月
）

満
的
歳
以
上
の
万

日
常
生
活
の
過
ど
し
力
、
病
気
の
方
の

披
鋒
相
談
等

栄
養
相
該
U
げ
日

（水
〉

肥
満
等
と
栄
拍
伎
の
と
り
ん
、
粕
M
m
病
・

高
山
正
・
紅
小
け
の
食
事
問
法
等
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｜みんなの保健｜

地
域
の
食
住
所
改
護
世
以
に
努
h
川
す
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

（
写
れ
は
交
歓
学
制
刷
会
の
風
最
）

宮
崎
海
岸
で
食
生
活
改
善

推
進
員
の
受
歓
学
習
会

あ

25@ 

17 (!JY 

17 （ぬ

18@  

山 18@

25 @ 

食
生
活
改
普
推
進
員
が
相
互
に
研
錆
す

る
中
か
ら
食
生
活
改
善
に
関
す
る
知
識
と

技
術
を
高
め
よ
う
と
、
朝
日
町
、
入
普
町

の
先
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
合
同
交
歓

学
門
会
「
黒
部
保
健
所
保
他
栄
養
学
級
」

が
8
川
却
目
、
宮
崎
海
岸
馬
場
キ
ャ
ン

プ
場
で
約
加
入
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま

し
た。「

わ
が
家
の
、
わ
が
グ
W

l
プ
の
食
生

活
改
普
」
を
テ
l
マ
の
討
論
会
で
は
、
金

井
幾
美
枝
さ
ん
（
赤
川
）
ら
の
活
動
事
例

発
表
を
中
心
に
熱
心
な
・意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
た
、
野
外
料
理
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン

を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
あ
い
、
今
後
一
一
層

報
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市 望 者

（婦人）

者

54年.7月生

広

件

望

象

。
イア

妊

対

希

8月の町内交通事故

献
血
功
労
者
口
氏
に

日
赤
か
ら
表
彰
状

組

臼

査

児
診

診

-v.. 
回P

診

/'¥( 
/:" 
てl

'<A 

re> 

健 康体以教 室

業

月

児麻

ワク位

検

親 ~.；と

関節脱

検

昭和32~'8 月 8 日
第 3・郵便・医司

検

検

母

股
検
1歳 6カ
検

鍵 3 歳

成 ’胃

入 。婦

病 ’乳

予

防

団

児

こ
の
ほ
ど
、
泌
小中
山
川
間
以
上

「
献
山肌」

に
帥閥
均
さ
れ
た
次
の
刀
々
に
対
し、

日
本

赤
十
字
社
か
ら
、

献
肌
功
労
者
と
し
て
表

彰
状
と
記
念
品
が
附
ら
れ
ま
し
た。

「
献
血
上
は
私
法
の
命
を
守
る
大
切
な

房

人

祭

生

事

予
防
祭
種

母

保

子


